
うちに・間に・間 

 

 

忘れないうちに、メモしておこう 

雨が降らないうちに、家に帰ろう 

今日のうちに、レポートをまとめておくつもりだ 

お風呂に入っている間に、地震があった 

電車に乗っている間に、メールが来た 

１時と２時の間に来てください 

 

（始めと終わりがはっきりしているときは「間に」を使う） 

 

 

長い間に、すっかり変わってしまった 

（話し手がはっきり意識している期間の場合は「間に」を使う） 

そのうちに行きます 

  （ある期間を漠然と示す時には「うちに」を使う） 

ピアノを練習しているうちに上手になった 

  （いつの間にか上手になったので「うちに」を使う） 

授業を受けている {うちに・間に} 雨が止んだ 

  （両方可能、「うちに」は、いつの間にか止んでしまった：主観的、「間に」は、 

授業時間内に止んだという事実を客観的に表現している） 

 

日本にいる {うちに・間に} 京都に行ってみる 

  （「うちに」は、主観的になる：国に戻ってからでは京都に行くのは難しいという  

感じ） 

 

 

あいだ 

その店は夏の間、開いていた 

兄がゲームをしている間、妹はそばにいて見ていた 

    （「その間ずうっと」の意味になることが多い） 

 


